
2 MIL  vol.65  2015 Autumn

明
治
3
年
（
1
8
7
0
）、
政
府
は
、

売
薬
の
製
造
業
者
に
処
方
、
効
能
、
用
法
、

定
価
を
提
出
さ
せ
審
査
を
行
い
、
有
害
な

売
薬
を
取
り
締
ま
り
ま
し
た
。
同
時
に
江

戸
時
代
に
多
く
見
ら
れ
た
神
仏
（
神
仏
の

お
告
げ
）
や
夢
想
（
処
方
内
容
が
夢
に
現

れ
た
）、
秘
伝
（
一
子
相
伝
、
先
祖
代
々

に
渡
り
伝
え
ら
れ
た
）
な
ど
の
文
言
を
冠

す
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

戦
前
前
後
を
経
て
T
V
は
も
ち
ろ
ん
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
新
し
い
メ
デ
ィ
ア
が

普
及
し
た
現
在
も
O
T
C
医
薬
品
を
は
じ

め
と
す
る
全
て
の
医
薬
品
は
、
平
成
26
年

（
2
0
1
4
）
に
施
行
さ
れ
た
薬
事
法
改

め
「
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有

効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法

律
（
略
称
：
医
薬
品
医
療
機
器
等
法
）」

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
広
告
規
制
を
受
け

て
い
ま
す
。
第
六
十
六
条
に
は
、「
何
人
も
、

医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
、
化
粧
品
、
医
療

機
器
又
は
再
生
医
療
等
製
品
の
名
称
、
製

造
方
法
、
効
能
、
効
果
又
は
性
能
に
関
し

て
、
明
示
的
で
あ
る
と
暗
示
的
で
あ
る
と

を
問
わ
ず
、
虚
偽
又
は
誇
大
な
記
事
を
広

告
し
、
記
述
し
、
又
は
流
布
し
て
は
な
ら

な
い
」
と
あ
り
ま
す
。

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
く
す
り
文
化
発

掘
の
視
点
か
ら
、
現
在
で
は
見
ら
れ
る
こ

と
が
な
く
な
っ
た
お
お
ら
か
な
時
代
の
売

薬
の
意
匠
（
デ
ザ
イ
ン
）
を
紹
介
し
て
い

き
ま
す
。
第
1
回
は
西
洋
文
化
の
象
徴
と

も
言
え
る
「
女
神
と
天
使
」
で
す
。
キ
リ

ス
ト
教
の
伝
来
と
と
も
に
宗
教
画
を
通
し

て
こ
れ
ら
の
モ
チ
ー
フ
も
伝
わ
り
、
江
戸

末
期
に
は
葛
飾
北
斎
が
祭
屋
台
の
天
井
画

に
天
使
を
描
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日

本
が
欧
米
列
強
と
の
対
立
、
戦
争
を
意
識

し
始
め
た
昭
和
の
前
期
に
は
姿
を
消
し
て

ゆ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「西川頭痛薬」の天使は羽衣をまとった天女にも見える

解熱鎮痛散「サンピラリン」（上）と
ディスプレイ看板（紙製）（左）

桐箱入りの婦人薬
「月宮丸」は、きれいな多色刷り

聖
書
の
中
の
一
節
を
連
想
さ
せ
る「
セ
キ
ド
メ
専
門
セ
キ
薬
」

売薬の意匠あれこれ北多摩薬剤師会会長、立川市薬剤師会会長代行  平井 有（ひらい・たもつ）

参天製薬の前身、参天堂による便秘薬
「健通丸」（下）と旗看板（布製）（左）

「神功丸」はエスエス製薬の創始者
白井正助氏が製造した小児薬

ハワイのホノルルでも販売された
小児用の胃腸薬「天来」

その1  ■  女神と天使


